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●ハギ 

・山萩　・野萩　・まるば萩 

・白萩　・宮城野萩　・鹿鳴草 

　秋紅紫色の蝶形花を咲かせるマメ科の落葉低木です。
秋の七草「萩の花・尾花・葛花・撫子の花・女郎花・ま
た藤袴・朝顔の花」の筆頭の花です。山野に普通に見ら
れる潅木ですが、花が美しいので庭でも栽培されます。
万葉時代によく詠われ、万葉集の植物歌160首の中の
141首は萩の歌です。「恋しくは形見にせよと我が背子
が植えし秋萩花咲きにけり」といとしい人の形見に植え
ることもあり、可憐で雅趣に富む姿が日本人に好まれる
のかもしれません。ハギに萩の字を当てますが秋に花が
咲く意で日本で作った字です。 
 『一つ家に遊女も寝たり萩と月』　芭蕉 

　今月の表紙は、14日、15日と中丸子のカネボウ跡地を会場に行
われた「げんきまるこ・産業フェア」から丸子実高の生徒さんによ
るミニファッションショーのひとコマです。この「げんきまるこ・
産業フェア」は、丸子町が町制施行90周年を迎えたことを記念して
開催されたもので、今年は商工祭とJAフェスティバル、下水道フェ
アも同時開催されました。当日は曇り空にもかかわらず、この両日
で約3万人の来場者が訪れ、会場は訪れたお客やスタッフで熱気に
包まれていました。15日にはサンバのカーニバルも披露され、子供
も飛び入り参加して踊っていました。 

●町制施行90周年記念事業  げんきまるこ・産業フェア開催 

●Eメール 
　office@maruko-town.ne.jp 
●ホームページ 
　http://www.maruko-town.ne.jp 
●ｉモード用ホームページ 
　http://www.maruko-town.ne.jp/i 
●町長室専用ファックス 
  （町づくりアクティブライン） 
　Fax 0268-42-3388 
●毎月15日は町長との対話サロン 
  【問】�0268-42-1011　企画課情報係 

●人口 

男…………12,317 （＋ 4 ） 

女…………13,043 （＋ 4 ） 

総数………25,360 （＋ 8 ） 

世帯数……・・8,969 （＋12） 

　　　　　　 9月1日現在 

�緑あふれる郷土を愛し、豊 
　かな町をつくりましょう。 

�仕事に励み、伸びゆく産業 
　の町をつくりましょう。 

�平和を愛し、心のふれあう 
　楽しい町をつくりましょう。 

�教養を深め、香り高い文化 
　の町をつくりましょう。 

�健康で幸せを願い、希望に 
　満ちた町をつくりましょう。 

●広報に掲載した写真差し上げます。丸子町役場企画課情報係まで　�42-1011　有線24882

JQA-EM1393

丸子町は環境ISO14001を取得しています。 PRINTED WITH 

SOY INK
TM

Trademark of American Soybean Association

大豆油インクを使用しています。 
古紙配合率100％再生紙を使用 

古紙100％再生紙を使用しています。 

ちょうけい　か 

はぎ 

ふじはかま 

が　しゅ 

お　ばな くず なでしこ おみ なえ　し 

撮影場所：奧鹿教湯 
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▼13年度決算公表 

　
平
成
十
三
年
度
の
一
般

会
計
の
決
算
額
は
、歳
入

が
百
二
億
八
千
二
百
四
十

一
万
円
、
歳
出
が
九
十
五

億
二
千
四
万
円
で
、歳
入

歳
出
差
引
額
は
七
億
六

千
二
百
三
十
七
万
円
と
な

り
ま
し
た
。
こ
の
差
引
額

か
ら
平
成
十
四
年
度
へ
繰

り
越
す
べ
き
金
額
を
除
い

た
六
億
九
千
四
百
四
十
一

万
円
が
純
繰
越
金
と
な

り
ま
し
た
。 

　
ま
た
、特
別
会
計
全
体

で
は
、歳
入
が
八
十
一
億
六

千
百
二
十
六
万
円
、歳
出

が
八
十
一
億
九
百
九
万
円

と
な
り
、差
引
額
は
五
千

二
百
十
七
万
円
と
な
り
ま

し
た
。 

　
歳
入
の
柱
で
あ
る
町
税
は
、

平
成
十
二
年
度
と
比
べ
て
一
億

八
千
七
百
二
十
九
万
円
、五
・
八

％
の
伸
び
と
な
り
ま
し
た
。
増

加
し
た
一
番
の
原
因
は
、
町
民

税
の
法
人
分
で
I
T
関
連
の
好

調
に
よ
る
も
の
で
す
。
個
人
分

は
、
景
気
の
低
迷
に
よ
る
影
響

か
ら
ほ
ぼ
十
二
年
度
と
同
様
の

決
算
額
で
す
。
そ
の
他
の
税
に

つ
い
て
は
、入
湯
税
が
十
五
・
一

％
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
町
税
の
次
に
収
入
額

が
多
い
地
方
交
付
税
は
制
度
改

正
に
よ
り
二
十
六
億
八
千
九
百

七
十
二
万
円
で
、
〇
・
二
％
の

減
と
な
り
ま
し
た
。 

　
そ
の
他
の
歳
入
は
、
主
に
事

業
の
実
施
に
伴
っ
て
収
入
さ
れ

る
性
質
の
も
の
で
、
こ
の
た
め
、

こ
の
年
度
に
大
型
建
設
事
業
を

実
施
す
る
と
、
そ
れ
に
伴
っ
て

歳
入
さ
れ
る
金
額
は
大
き
く
変

動
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

　
国
庫
支
出
金
が
増
額
に
な
っ

た
の
は
、
道
路
橋
り
ょ
う
費
補

助
金
や
災
害
復
旧
に
補
助
金
の

増
額
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
町
の
借
金
で
あ
る
町
債

は
十
二
年
度
と
比
べ
六
百
八
十

万
円
、
一
・
〇
％
減
少
と
な
り

ま
し
た
。 

　
前
年
度
に
引
き
続
き
、
平
成
十

三
年
度
も
民
生
費
の
支
出
額
が
一

番
多
い
割
合
と
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
福
祉
医
療
費
給
付
事
業
、

老
人
保
護
措
置
費
、
保
育
園
運
営

費
、
介
護
保
険
特
別
会
計
へ
の
繰

出
し
金
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。 

　
次
に
支
出
額
が
大
き
い
の
は
土

木
費
で
、
こ
の
支
出
は
依
田
内
村

線
、
上
丸
子
石
井
線
の
大
石
橋
架

け
替
え
の
整
備
費
な
ど
道
路
改
良

舗
装
費
や
、
都
市
公
園
整
備
事
業

費
に
よ
る
も
の
で
す
。 

　
教
育
費
で
は
、
体
育
施
設
整
備

費
が
減
少
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り

減
額
と
な
り
ま
し
た
。 

　
衛
生
費
の
減
少
は
地
域
総
合
整

備
費
資
金
貸
付
事
業
費
が
減
少
し

た
も
の
で
す
。 

　
商
工
費
の
増
加
は
、
制
度
資
金

の
活
用
を
図
る
た
め
の
改
正
に
よ

り
預
託
金
、
利
子
補
給
金
な
ど
の

増
額
に
よ
る
も
の
で
す
。 

　
ま
た
、
特
別
会
計
へ
の
一
般
会

計
か
ら
の
操
出
金
の
う
ち
、
下
水

道
会
計
と
農
業
集
落
排
水
会
計

へ
の
操
出
金
の
決
算
額
は
、
五

億
九
千
七
十
六
万
円
で
、
十
二

年
度
と
比
べ
て
四
千
百
五
十
七

万
円
、
七
・
六
％
増
加
し
て
お

り
、
一
般
会
計
に
と
っ
て
重
い

負
担
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。 

     

　
特
別
会
計
の
う
ち
、
特
に
事

業
量
に
よ
る
変
動
が
大
き
い
会

計
は
、
下
水
道
会
計
と
農
業
集

落
排
水
会
計
で
す
。 

　
公
共
下
水
道
に
つ
い
て
は
、

水
洗
化
工
事
も
順
調
に
推
移
し

て
お
り
、
平
成
十
五
年
度
に
お

け
る
整
備
率
七
〇
％
を
め
ざ
し

て
、
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
農
業
集
落
排
水
事
業
に

つ
い
て
は
、
施
設
の
整
備
は
終

了
し
て
お
り
、
藤
原
田
、
荻
窪
、

和
子
の
三
地
区
の
運
営
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。 

歳出状況  歳入状況  

一般会計歳出の性質別内訳 （単位：万、％） 

平成13年度  会計別決算額 （単位：万、％） 

人 件 費  

扶 助 費  

公 債 費  

　 計 　  

普通建設事業費 

災害復旧事業費 

　　計　　 

物 件 費  

維持補修費 

補 助 費 等  

積 立 金  

投資及び出資金 

貸 付 金  

繰 出 金  

　 計 　  

18億6,588 

3億8,425 

12億1,934 

34億6,947 

18億8,676 

4億2,868 

23億1,544 

12億3,947 

6,378 

11億7,013 

2,654 

287 

1億9,120 

10億4,114 

37億3,513 

95億2,004

1,457 

3,595 

1億1,254 

1億6,306 

7,968 

3億8,292 

4億6,260 

△783 

△1,830 

1,493 

△1億3,690 

△383 

△2億3,400 

7,221 

△3億1,372 

△3億1,194

19.6 

4.0 

12.8 

36.4 

19.8 

4.5 

24.3 

13.0 

0.7 

12.3 

0.3 

0.0 

2.0 

11.0 

39.3 

100.0

0.8 

10.3 

10.2 

4.9 

4.4 

836.8 

25.0 

△0.6 

△22.3 

1.3 

△83.8 

△57.2 

△55.0 

7.5 

△7.7 

3.4

義
務
的
経
費 

投
資
的
経
費 

そ
の
他
の
経
費 

区　　　　　分 

計 

決  算  額 対前年度増減額 構成費 増減率 

一 般 会 計  

国民健康保険特別会計  

老 人 保 健 特 別 会 計  

介 護 保 険 特 別 会 計  

同和地区住宅新築資金等貸付特別会計 

公共下水道事業特別会計 

農業集落排水事業特別会計 

歳入 
歳出 
差引 
歳入 
歳出 
差引 
歳入 
歳出 
差引 
歳入 
歳出 
差引 
歳入 
歳出 
差引 
歳入 
歳出 
差引 
歳入 
歳出 
差引 

102億8,241 
95億2,004 
7億6,237 
19億2,214 
18億3,515 

8,699 
26億1,599 
26億1,797 
△198 

14億1,807 
14億  186 
1,621 
3,348 
9,493 

△6,145 
20億8,455 
20億7,215 

1,240 
8,703 
8,703 
0

5億1207 
3億1194 

 
1億3450 
1億6212 

 
△2704 
△2372 

 
3億402 
3億1848 

 
△976 
△782 

 
△4億1624 
△4億1914 

 
△4225 
△4225

5.2 
3.4 
 

7.5 
9.7 
 

△1.0 
△0.9 

 
27.3 
29.4 
 

△22.6 
△7.6 

 
△16.6 
△16.8 

 
△32.7 
△32.7

区　　　　　　　　分 決   算   額 増減額 対前年度増減額 

議会費 
1億2,870 

0.3
町債 

7億640 
△1.0

繰越金 
2億9,390 

1.6

諸収入 
6億9,923 

40.4

地方譲与税 
1億2,743 

2.1

利子割交付金 
1億3,220 

6.5

地方消費税交付金 
2億6,855 

3.4

ゴルフ場利用税交付金 
1,884 
△18.8

災害復旧費 
4億2,786 
855.5

諸支出金 
3億4,430 
225.5

寄附金 
168 
△60.1

繰入金 
2億1,604 
△32.2

財産収入 
6,251 
△15.4

県支出金 
3億5,832 
△9.6

国庫支出金 
7億6,257 
52.3

使用料及び手数料 
1億2,948 
0.1

分担金及び負担金 
2億1,048 
1.0

交通安全対策特別交付金 
484 
0.2

消防費 
3億2,305 
5.7

地方特例交付金 
1億1,114 
6.6

自動車取得税交付金 
6,619 
△1.5

衛生費 
6億7,933 
△28.0

労働費 
2,057 
△17.5

農林業費 
4億4,471 
△20.9

商工費 
4億599 
6.9

区  分　　  
決算額（万円） 
増減率（％）    

区  分　　  
決算額（万円） 
増減率（％）    

計 
95億2,004 
3.4

計 
95億2,004 
3億1,194 

3.4

町税 
34億2,289 

5.8
計 

102億8,241 
5.2

町税 
34億2,289 
5.8

地方交付税 
26億8,972 
△0.2

公債費 
12億1,936 
10.2

教育費 
13億1,249 
△5.6

総務費 
10億8,006 
△7.9

土木費 
15億4,201 
8.0

民生費 
15億9,161 
△1.5
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▼職員給与等状況 ▼13年度決算公表 

　
町
の
預
金
で
あ
る
基
金
に
つ
い
て
は
、

学
校
施
設
整
備
基
金
、
介
護
保
険
円
滑
導

入
基
金
な
ど
を
取
り
崩
し
ま
し
た
が
、
財

政
調
整
基
金
、
公
共
下
水
道
建
設
基
金
な

ど
に
積
み
立
て
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

十
二
年
度
末
の
現
在
高
よ
り
六
千
五
百
二

十
一
万
円
ほ
ど
増
加
し
ま
し
た
。 

　
町
債
の
現
在
高
の
う
ち
、
下
水
道
会
計

の
増
加
は
、
事
業
の
進
捗
に
よ
る
も
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
同
会
計
に
お
け
る
町
債
残
高

は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。 

住宅用太陽光発電システム設置費補助金 
住民基本台帳ネットワーク事業費 
福祉医療費給付事業費 
老人保護措置費 
中山間地域総合整備事業費 
棚田地域等保全整備事業費 
地域戦略プラン事業費（町道依田内村線） 
花と緑のまちづくりデザイン事業費 
マレットゴルフ場整備事業費 
旧鐘紡（株）所有地取得費 
旧大塩館物件取得費 
災害復旧費 

町職員の給与などの実態を知っていただくために、 
職員給与の状況を公表します。 

財産の状況 

区 分  

土 地  

山 林  

建 物  

13年度末現在高 対前年度増減高 増減率 

1,651,375� 

11,375,822　 

114,569　 

34,768� 

0　 

5,150　 

2.2％ 

0　 

4.7　 

基金（積立金）の状況 

資金積立基金 

運 用 基 金  

　 計 　  

47億8,187万円 

3億3,269　　 

51億1,456　　 

6037万円 

484　　 

6,521　　 

1.3％ 

1.5　 

1.3　 

町債（長期借入金）の状況 

一 般 会 計  

同和地区住宅会計 

公共下水道会計 

農業集落排水会計 

　 計 　  

水道事業会計 

76億4,943万円 

1億4,160　　 

132億5,096　　 

15億9,175　　 

226億3,374　　 

19億     18　　 

△2億9,336万円 

△1,627　　 

4億2,227　　 

△1,916　　 

9,348　　 

1,658　　 

△3.7％ 

△10.3　 

3.3　 

△1.2　 

0.4　 

0.9　 

目的税の使い途 

区　　分 収入済額 

3,559 

2億62

入  湯  税 

都市計画税 

事　　　　　　項 

観光関係経費 

西内地区下水道経費 

公共下水道事業 

都市計画事業債償還費 

決算額 　 

751 

1億917 

1億3,047 

3億4,255

使   い   途   と   決   算   額 

（万円） （万円） 

172 
828 
8,611 
8,701 
831 
2,031 

1億6,443 
1,051 
3,166 

3億3,436 
994 

4億2,786

（万円） 

大石橋架替事業費　8,715万円 

保育園運営費　4億7,558万円 
幼稚園運営費　　  9,041万円 塩川小学校大規模改造事業費　2億2,965万円 

なお、詳しい内容については、役場一階ロビーの「行政資料コーナー」と図書館にある決算書をご覧ください。 
 丸子町ホームページアドレス　http://www.maruko-town.ne.jp

2.職員給与費の状況（平成14年度一般会計当初予算） 

区　分 

丸子町 

　県 

233 

29,567

933,077 

134,348,262

163,550 

25,007,428

398,334 

57,364,949

1,494,961 

216,720,639

6,416 

7,325

職員数 
A（人） 

1人あたり 
給与費 給　料 

  （千円） 

職員手当 
     （千円） 

　  計 
   B（千円） 

期末勤勉手当 
      （千円） 

給　　　与　　　費 

3.職員の平均給料月額及び平均年齢の状況（平成14年4月1日） 

区　　分 

丸  子  町 

　  県 

338,800 

370,900

42歳2月 

42歳9月 

平均給料月額（円） 平均年齢 

一　    般　    行　    政　    職 

4.初任給の状況（平成14年4月1日） 

区　　分 
丸　子　町 県 

一般行政職 
大学卒 

高校卒 

初任給（円） 採用2年経過給料額（円） 初任給（円） 採用2年経過給料額（円） 

170,200 

141,900

200,500 

157,700

181,400 

146,500

195,000 

157,700

6.一般行政職の級別職員数（平成14年4月1日） 
級 1級 

3人 

2.0％ 

16人 

10.4％ 

19人 

12.4％ 

31人 

20.3％ 

38人 

24.8％ 

30人 

19.6％ 

5人 

3.3％ 

11人 

7.2％ 

0人 

0％ 

2級 3級 4級 5級 6級 7級 8級 9級 

標準的職名 

職員数 

構成比 

主事補 
技師補 

主事 
技師 

主事 
技師 

主任 
主査 
係長 

主幹 
係長 

副参事 
課長 

参事 
課長 

参事 
課長 

8.期末勤勉手当の状況（平成13年度支給割合） 

 6 月 

12月 

 3 月 

計 

1.45月分 

1.55月分 

0.55月分 

3.55月分 

0.6月分 

0.55月分 

　－　  

1.15月分 

1.45月分 

1.55月分 

0.55月分 

3.55月分 

0.6月分 

0.55月分 

　－　  

1.15月分 

丸　　子　　町 

期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当 

県 
区分 

9.特別職の報酬等の状況（平成14年4月1日、年収は平成13年度決算額） 

 

区 　 分  

町 長  

助 役  

収 入 役  

教 育 長  

議 長  

副 議 長  

常任委員長 

議 員 

報酬等月額（円） 年収（千円） 

（注）年収には、報酬のほか通勤手当、期末手当、寒冷地手当（議会は期末手当のみ）を含みます。 

期末手当支給割合 

 6 月期　1.45月分 
12月期　1.55月分 
 3 月期　0.55月分 
    計　　3.55月分 

833,000 

675,000 

633,000 

570,000 

349,000 

274,000 

259,000 

252,000

14,341 

11,593 

10,906 

9,876 

5,923 

4,650 

4,395 

4,276

（平成13年度支給割合） 

報酬月額を1.4倍して 
支給基礎額とします。 

10.退職手当の状況（平成14年4月1日） 
丸　　子　　町 

自己都合（月分） 勧奨・定年（月分） 自己都合（月分） 勧奨・定年（月分） 

20年 

25年 

35年 

最高限度 

21.0 

33.75 

47.5 

60.0

28.875 

44.55 

62.7 

62.7

28.875 

44.55 

62.7 

62.7

21.0 

33.75 

47.5 

60.0

区分 

勤続年数 

県 

1.人件費の状況（平成13年度普通会計決算額） 

区　分 

丸子町 

　県 

24,654 

2,203,200

9,551,673 

1,031,789,427

1,865,877 

276,871,718

19.5 

26.8

20.0 

26.9

 住民基本台帳人口 
（平成14年3月31日現在）（人） 

 歳出総額A 
　　　　（千円） 

 人 件 費 B 
　　　　（千円） 

人件費率B/A

13年度 12年度 

（注）人件費には、特別職に支給される給与・報酬を含みます 

5.経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成14年4月1日） 

区　　分 
経験年数 

7年以上10年未満（円） 
経験年数 

10年以上15年未満（円） 
経験年数 

15年以上20年未満（円） 

一般行政職 
大学卒 

高校卒 

丸子町 県 丸子町 県 丸子町 県 

237,500 

203,300

251,300 

207,800

299,400 

259,500

308,900 

248,900

327,600 

285,200

378,800 

308,100

（注）経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合は、採用後 
　　の経験年数をいうものです。 

7.級別平均年収の状況（平成14年度一般会計当初予算） 
級 1級 

25歳7月 

3,128

28歳5月 

3,648

32歳1月 

4,313

36歳7月 

5,474

47歳8月 

6,802

52歳9月 

7,740

52歳7月 

8,436

55歳11月 

9,078

0 

0

2級 3級 4級 5級 6級 7級 8級 9級 

平均年齢 

平均年収（千円） 

（注）平均年収には、給料のほか扶養手当、住居手当、通勤手当、期末手当、 
　　勤勉手当、寒冷地手当、管理職手当を含みます。 

11.定員管理の推進 
平成15年度末までに10人を目標に職員を削減し、人件費の 
抑制に努めます。 

B/A 
   （千円） 

し
ん
ち
ょ
く 
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介護保険についてのご相談・ご意見は、 
　　　　　　　　　丸子町役場  保健福祉課  介護係　　電話　42―0015　有線　27652

（前回のつづき） 

　永子さんは、母のてつさんの痴ほうの進みがはやくて驚くといいます。「でも、

たまたま家に痴ほうの人がいただけ。上手に対応していこうと思っています。」

永子さんは仕事をしています。その間はてつさんの夫の仁六郎さんがみています。

「仕事と介護の両立は大変だけれど、てつさんをみているからいきいきしてい

られるのかもしれません。」介護の失敗を繰り返して今があります。 

　食事のときてつさんが口を開けないときがあります。食事をしながら寝てし

まうこともあります。「“なんで？”って思うことばかりです。気持ちが通じない

ときはとても辛いです。」おむつは一度寝かせて取り替えます。テープで体に着

けるタイプのおむつは取り替えるとき体を傾けたりするのが大変ですが、体が

汚れずに取替えができます。パンツタイプは立ったままで取り替えることがで

きますが、脱ぐときに足が汚れてしまいます。「排泄がいちばん大変です。その

ときは戦いです。」と永子さんはいいます。 

　「てつさんをみていることが生活のリズムの一部です。家族で介護の分担をし

て関わっています。ストレスをためないで見守っていくしかありません。」永子

さんはソフトテニスをしたり手話サークルに通いながら、家族で冗談をいいな

がら明るく元気に介護しています。 

在宅介護まっただなか 

「ほほえみ介護日記」　 
この記事は保健福祉課介護係で選考し取材させていただいています。 

塩川 

小林　永子さん 

　
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
と
は
別
に
高

齢
者
福
祉
事
業
と
し
て
「
生
活
支
援

サ
ー
ビ
ス
」
が
あ
り
ま
す
。
今
回
は
「
寝

具
洗
濯
乾
燥
消
毒
サ
ー
ビ
ス
」
と
「
訪

問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス
」
を
ご
紹
介
し

ま
す
。 

　
保
健
福
祉
課
介
護
係
に
サ
ー
ビ
ス

利
用
申
請
書
を
提
出
い
た
だ
い
た
後

利
用
券
を
発
行
し
ま
す
。
そ
の
券
を

業
者
の
方
に
提
出
し
て
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
介
護

係
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

寝具洗濯乾燥消毒サービス 

●利用対象者 
　要介護3以上。おおむね65歳
以上の在宅の方で寝具の衛生管
理が困難な方。 
（※一人暮らしか高齢者世帯のみ） 

●サービスの内容 
　ふとんなどの寝具のクリーニ
ングにかかる費用の一部負担で
サービスが受けられます。 

●利用者の方に負担していただ

くこと。 
　1,000円の券を一人年間7枚ま
で発行します。この券を業者へ
提出して支払いをしてください。
端数の金額については現金でお
支払いいただきます。 

　  訪問理美容サービス 

●利用対象者 
　要介護3以上。おおむね65歳
以上の在宅の方で理美容院に出
向くことが困難な方。 

●サービスの内容 
　町内の理容店の理容師が、ご
自宅まで理容にお伺いします。 
 

●利用者の方に負担していただ

くこと。 
　利用券を一人年間6枚まで発
行します。この券を指定の理容
店への支払いのときに提出して
ください。理美容にかかる費用
（1,500円）は負担いただきます。 

永子さんと仁六郎さん 

　
広
報
ま
る
こ
９
月
号
で
お
伝
え
し
た

通
り
、
８
月
19
日
に
丸
子
町
と
、
上
田
市
、

真
田
町
は
、
合
併
に
向
け
て
任
意
合
併

協
議
会
設
立
に
向
け
て
「
話
し
合
い
の

テ
ー
ブ
ル
に
つ
く
」
こ
と
に
合
意
し
、

ま
た
、
周
辺
の
町
村
に
も
参
加
を
呼
び

掛
け
て
い
く
こ
と
を
記
者
会
見
で
表
明
。 

　
翌
20
日
に
は
上
田
市
役
所
で
丸
子
、

上
田
、
真
田
各
市
町
の
首
長
と
関
係
者

が
集
ま
り
、
第
１
回
の
市
町
村
合
併
懇

談
会
を
開
催
し
、
地
域
住
民
に
関
係
市

町
村
に
よ
る
新
市
合
併
に
つ
い
て
の
判

断
材
料
を
示
し
、
合
併
の
基
本
的
事
項

に
つ
い
て
協
議
す
る
任
意
合
併
協
議
会

に
向
け
た
設
立
準
備
会
の
開
催
日
程
に

つ
い
て
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。 

　
９
月
９
日
に
は
、
武
石
村
長
か
ら
任

意
合
併
協
議
会
設
立
準
備
会
へ
の
参
加
申

し
入
れ
が
あ
り
、
翌
10
日
に
３
市
町
協
議

の
結
果
、
受
け
入
れ
を
決
定
し
ま
し
た
。 

　
そ
し
て
９
月
24
日
に
丸
子
町
役
場
に

て
、
第
１
回
の
上
田
市
・
丸
子
町
・
真

田
町
・
武
石
村
任
意
合
併
協
議
会
設
立

準
備
会
が
開
催
さ
れ
、
そ
れ
に
先
立
ち

「
任
意
合
併
協
議
会
設
立
準
備
会
設
置

に
関
す
る
合
意
書
」（
下
記
）
に
各
市

町
村
の
首
長
が
署
名
し
ま
し
た
。
今
回

の
準
備
会
で
は
、 

・
任
意
合
併
協
議
会
設
立
準
備
会
設
置

　
　
　
要
綱
に
つ
い
て 

・
任
意
合
併
協
議
会
設
立
時
期
に
つ
い
て 

・
任
意
合
併
協
議
会
規
約
案
、
運
営
方

　
　
　
針
に
つ
い
て 

・
任
意
合
併
協
議
会
傍
聴
規
程
・
市
町

　
　
　
民
周
知
に
つ
い
て 

・
任
意
合
併
協
議
会
運
営
に
か
か
る
費

　
　
　
用
負
担
に
つ
い
て 

　
と
い
っ
た
こ
と
が
協
議
さ
れ
ま
し
た
。 

次
回
は
10
月
９
日
に
真
田
町
役
場
に
お

い
て
開
催
さ
れ
ま
す
。 

 

　
な
お
、
市
町
村
合
併
に
関
す
る
動
向

は
、
広
報
ま
る
こ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
随
時
お
伝
え
し
て
い

き
ま
す
。 

21
世
紀
の
こ
の
地
域
の
発
展
と
豊
か
な
住
民
生
活
の
実
現
を
目
指
し
、
平
成
17
年
３
月
末
ま
で
の
市

町
村
合
併
を
目
標
に
、
合
併
に
関
す
る
調
査
・
研
究
を
行
う
と
と
も
に
、
住
民
の
意
向
を
尊
重
し
な

が
ら
合
併
に
つ
い
て
事
前
協
議
を
行
う
た
め
の
任
意
合
併
協
議
会
設
置
に
向
け
て
、
下
記
の
確
認
事

項
を
踏
ま
え
、「
任
意
合
併
協
議
会
設
立
準
備
会
」
を
設
置
す
る
こ
と
に
合
意
す
る
。 

　
　
　
記 
  

１
任
意
合
併
協
議
会
の
設
置 

　
　
市
町
村
合
併
の
特
例
に
関
す
る
法
律
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
合
併
に
関
す
る
調
査
・
研
究
を
行
う

と
と
も
に
、
住
民
の
意
向
を
尊
重
し
な
が
ら
合
併
に
つ
い
て
事
前
協
議
を
行
う
た
め
の
任
意
合
併

協
議
会
の
設
置
は
平
成
14
年
12
月
を
目
途
と
す
る
。 

２
合
併
の
方
式 

　
任
意
合
併
協
議
会
の
早
い
段
階
に
お
い
て
決
定
す
る
も
の
と
す
る
。 

３
近
隣
町
村
に
つ
い
て 

　
近
隣
町
村
へ
は
呼
び
掛
け
を
続
け
、
本
準
備
会
へ
の
参
加
申
し
込
み
が
あ
っ
た
場
合
は
、
速
や

か
に
４
市
町
村
長
に
よ
り
、
本
確
認
事
項
を
基
に
受
入
れ
を
前
提
と
し
て
協
議
を
行
い
、
意
思
決

定
す
る
も
の
と
す
る
。 

４
健
全
財
政
の
堅
持 

　
新
市
に
お
け
る
自
治
能
力
向
上
の
た
め
、
４
市
町
村
は
健
全
財
政
を
堅
持
す
る
も
の
と
す
る
。 

５
行
政
の
効
率
化
に
つ
い
て 

　
厳
し
い
財
政
状
況
の
折
、
引
き
続
き
行
政
の
効
率
化
に
努
め
、
合
併
前
に
お
い
て
も
そ
れ
ぞ
れ

行
政
改
革
を
進
め
、
職
員
数
の
増
加
は
行
わ
な
い
も
の
と
し
、
職
員
給
料
の
増
額
は
行
わ
な
い
。 

６
新
規
大
型
事
業 

　
新
規
大
型
事
業
は
、
新
市
の
建
設
を
総
合
的
、
効
果
的
に
推
進
す
る
た
め
、
新
市
建
設
計
画
に

位
置
付
け
る
も
の
と
す
る
。
社
会
情
勢
に
鑑
み
、
合
併
前
に
着
手
の
必
要
が
あ
る
箱
物
の
建
設
等

に
つ
い
て
は
、
４
市
町
村
に
お
い
て
協
議
す
る
も
の
と
す
る
。 

  　
　
　
　
平
成
14
年
９
月
24
日 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
　
田
　
市
　
長
　 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丸
　
子
　
町
　
長
　 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
真
　
田
　
町
　
長 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
武
　
石
　
村
　
長
　 

　
　
　
　
　
立
会
人 

上
田
市
議
会
議
長 

丸
子
町
議
会
議
長 

真
田
町
議
会
議
長 

武
石
村
議
会
議
長 

任
意
合
併
協
議
会
設
立
準
備
会
設
置
に
関
す
る
合
意
書 

上
田
市
・
丸
子
町
・
真
田
町
・
武
石
村 か

ん
が 
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お問い合わせは　生活課　国保年金係　�42-1053　有線2-4493

　少子化対策の観点から3歳未満の乳幼児の一部負担金が3
割から2割になります。また、70歳以上の高齢者の一部負担
金も1割になります（一定以上所得者は2割）。 

　低所得の方は据え置いて、一般や上位所得者については見
直します。また、70歳以上の方には医療費が高額になったと
きの負担を軽くするため、あらたに自己負担限度額が設定され
ます。1か月の医療費が高額になった場合、申請をして認めら
れると限度額を超えた分があとから支給されます。 

　老人保健で医療を受ける方の対象年齢の引き上げにあわせて、退職者医療制度の対象年齢も70歳未満
から75歳未満になります。5年間で段階的に引き上げられます。 
　70歳以上の退職者医療制度対象者の自己負担は、1割（一定以上所得は2割）となります。 

●外来の薬剤にかかる一部負担の廃止 
　患者さんの負担軽減策として、外来（在宅医
　療を含む）で薬をもらったときに支払う定額
　の別途負担を廃止します。 

●退職被保険者の一部負担金の改正 
　被用者保険における一部負担金の割合の見
　直しにあわせ、退職被保険者（被扶養者も含む）
　の一部負担金の割合を3割とします。 

1

2

3

病院の窓口で支払う一部負担金が年齢によって変わります 

高額療養費の自己負担限度額が変わります 

 老人保健で医療を受ける方の対象年齢が、70歳以上から75歳以
上（一定の障害のある方は65歳以上）に変わります。5年間で段階
的に引き上げていきます。ただし、平成14年9月30日までに70歳
の誕生日を迎え、すでに老人保健で医療を受けている方（昭和7年
9月30日以前に生まれた方）は、75歳未満であっても引き続き老
人保健で医療を受けます。 

 老人保健でお医者さんにかかったときに支払う費用（一部負
担金）は、外来（在宅医療を含む）、入院ともかかった費用の1
割になります（一定以上所得者は2割を負担します）。また、医
療費が高額になったときの自己負担限度額も変わります。 
 従来の外来の月額上限制および診療所における定額負担選
択制を廃止します。 

1

2

老人保健で医療を受ける方の対象年齢が70歳以上から75歳以上に 

老人保健制度の一部負担金が1割に　また、自己負担限度額が変わります 

退職者医療制度の対象年齢が70歳未満から75歳未満に 

平成15年4月からここも変わります 

平成14年9月30日まで 平成14年10月1日から 

一般 （0歳以上70歳未満） 

（一定以上所得者※2割負担） 

3割負担 

3歳未満の乳幼児 2割負担 

3歳以上70歳未満 3割負担 

70歳以上 1割負担 

※一定以上所得者とは 
現役世代の平均的収入以上の所
得がある方を指します 

年収例 

単独世帯の場合（年金収入のみ） 
　450万円以上 

夫婦二人世帯の場合（年金＋給与収入） 
　637万円以上 

平成14年9月30日まで 平成14年10月1日から 

かかった費用の 

または定額制の診療所では 
1日につき850円 

（1か月に3,200円、 
　大病院では5,300円まで負担） 

（1か月に4回まで） 
（外来の月額上限制および診療所の定額 
 負担選択制は廃止） 

1割負担 かかった費用の 1割負担 
ただし、 
一定以上所得者は 2割負担 

国民健康保険のここが変わります 老人保健のここが変わります 

将来にわたり持続可能な医療 
保険制度を構築するためです 
　生涯にわたって、みなさんが安心して医療サービスを受けるこ
とができるようにするためには、急速に進む少子高齢化、低迷す
る経済状況、あわせて常に制度の見直しを図りながら、将来にわ
たって安定し、継続できる制度を構築していくことが大切なのです。 

一定の障害のある方一定の障害のある方 

老人保健の医療受給者証が新しくなります老人保健の医療受給者証が新しくなります 

一定の障害のある方 
いわゆる「寝たきり」の状態など一定の障害があり、市区町村から認定を受けた方は、65歳から老人保
健で医療が受けられます。 

老人保健の医療受給者証が新しくなります 
老人保健で医療を受けるときに病院の窓口に提出する「医療受給者証」が新しくなります。 
 お医者さんの窓口で支払う自己負担（1割または2割）に応じた医療受給者証になります。 
 以前のものは使えませんのでご注意ください。 
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　8月17日から丸子町文化会館セレスホールで信州夏期総合大学が
開催され5日間の日程で1,700人が聴講に訪れました。今年は町制
施行90周年の記念事業として信州夏期大学、現代教養講座、まる
こシルキーフォーラム、春秋学園を合同開催し、規模を拡大して開
催されました。今回のテーマは「地方からの国づくり」。淑徳大学
教授の北野大氏、長野大学客員教授・朝日新聞社友の松山幸雄氏、
東京大学助教授の瀬地山角氏、ジャーナリストの大谷昭宏氏、国際
ビジネスコンサルタントのジョージ・フィールズ氏といずれも著名
な講師を迎えた講演に訪れた人たちも真剣に耳を傾けていました。 

　8月18日、第7回信州爆水 RUN in 依田川が丸子町
営総合グラウンド周辺の依田川、内村川周辺の河川敷
で行われ、県内外から過去最高の約630名の人々が参
加しました。コースは、依田川を中心とした約8kmを
川の流れを掻き分け、ひたすら走りタイムを競う文字
通り「鉄人」コースと、内村川の約4ｋｍコースで、
家族で川に親しみながら走ったり、仲間で仮装して走
ったりと思い思いのスタイルで進むファミリーグルー
プコースの2つ。この日は夏としては多少肌寒いなが
らも運動をするには心地よい陽気で、大人から子ども
まで、思う存分川に親しんでいました。大会ではこの
他に魚のつかみどりや大道芸、大相撲伊勢の海部屋の
ちゃんこ鍋もふるまわれ、大会に彩りを添えていました。 

川に親しもう　　第7回信州爆水RUN in 依田川 

小学生放送コンクールで塩川小の6年生が最優秀賞 

1,700人が聴講　　信州夏期総合大学開催 

　8月20日に長野市で行われた第30回長野県情報ネットワーク
小学生放送コンクールで丸子町の塩川小学校6年生の笠原真澄さ
んが東信代表で出場し、最優秀賞に輝きました。このコンクー
ルは、児童が自分で書いた作文を自分で読んで発表するもので、
作文の内容と音読の技術力が問われます。今年の作文のテーマは、
「わたしの夢」。笠原さんは、新幹線の駅での体験を通し、将
来は手話の通訳者になりたいという思いを作文に込め、読みま
した。「作文を読むときには、分かりやすいようにはっきりし
ゃべることを心がけました」と話す笠原さん。その表情は喜び
の笑顔でいっぱいでした。 

※町の話題はインターネットのホームページでもご覧いただけます。 
 　アドレスはhttp://www.maruko-town.ne.jp/yakuba/index.htm

【昭和57年4月2日生～昭和58年4月1日生】 
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岡
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澤
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下
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子 

堀
　
内
　
理
　
加 

堀
　
内
　
淳
　
平 

　
来
春
の
1
月
13
日（
月
）祝
日
に
、丸
子
町
文
化
会
館
で
成
人
式
を
開
催
し

ま
す
。 

　
平
成
14
年
7
月
1
日
現
在
の
住
民
票
を
も
と
に
、該
当
者
の
名
簿
を
作
成
し

ま
し
た
が
、「
記
入
も
れ
」「
誤
字
」
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

　
ま
た
、町
外
に
転
出
し
て
い
て
成
人
式
に
出
席
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、12
月

13
日（
金
）ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

　
併
せ
て
成
人
式
の
企
画
運
営
に
関
わ
る
実
行
委
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

思
い
出
に
残
る
成
人
式
を
作
り
ま
し
ょ
う
。申
込
み
は
丸
子
町
公
民
館
ま
で
。 

  【
連
絡
先
】 

　  

丸
子
町
上
丸
子
１
４
８
８
　
丸
子
町
公
民
館（
丸
子
町
文
化
会
館
内
）  

　 

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

４
２
―

３
１
４
７
　
有
線 

２
４
７
２
２
　
Ｆ
Ａ
Ｘ 

４
２
―

３
１
４
８ 
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　このコーナーでは、「広報まるこ」に関するアンケ
ートでお寄せいただいたご意見、ご質問にお答えし
ています。 
  
Q.福祉、ボランティア等の記事を多くのせてほしい 
A.広報紙には知っていただきたい行政情報を町民
の皆様にお知らせするという目的があります。し
かし、紙幅の関係上、すべての情報を掲載する
ことは難しい状況です。限られた紙面の中で、皆
様が必要とする情報を掲載していきたいと思い
ますのでご理解をお願いします。 
  
Q.表紙は丸子町内の子どもを順番に載せてください 
A.広報の表紙は、町内の各イベントを取材して、そ
の感動が伝わるような写真を選んで載せています。
町内のすべての子どもさんを順番にとはいきま
せんが、これからもいろいろな行事を取材して、
将来を担う子どもたちの表情をできるだけたくさん
表紙で紹介していきたいと考えています。 

広報アンケートに寄せられた 
　　　　　ご質問にお答えします 

Ｑ Ａ 
 

Ｑ Ａ 
    

Ｑ Ａ 

【
問
】丸
子
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
　
�
43
―
２
１
３
１
　
有
線 

２
４
８
１
１ 

お願い 
　
最
近
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・
ゴ
ム
類
の
ご
み
の
出
し
方
の
ル
ー
ル
が
守
ら
れ
て
い
な
い

ケ
ー
ス
が
目
立
ち
ま
す
。生
ご
み
や
、食
べ
物
・
飲
み
物
の
中
身
が
は
い
っ
た
ま
ま
出

し
て
あ
り
ま
す
。ご
み
の
出
し
方
に
つ
い
て
も
う
一
度
見
つ
め
直
し
て
く
だ
さ
い
。 

保
冷
剤
は
？ 

そ
の
ま
ま
燃
や
せ
る
ご
み
と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

電
球
は
？ 

電
球
は
、ガ
ラ
ス・
陶
磁
器
類
と
し
て
赤
い
袋
に
入
れ
て

出
し
て
く
だ
さ
い
。電
球
が
資
源
物
回
収
所
に
出
さ
れ

て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。資
源
物
回
収
所

に
出
せ
る
も
の
は
蛍
光
灯
・
蛍
光
管
に
な
り
ま
す
。 

 

魔
法
瓶
は
？ 

中
は
金
物
で
、外
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
で
出
来
て
い
る
も
の
が
多
い
で
す
が
、金
物

類
と
し
て
赤
い
袋
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。魔
法
瓶
以
外
の
も
の
で
も
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
と
金
物
で
出
来
て
い
る
も
の
は
、金
物
類
と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

乳 幼 児 健 康 診 査 
�受付時間：午後1：00～1：15 
�ところ：保健センター 
�持ち物：母子健康手帳・赤ちゃん手帳の「おたずね」 

健　診 と　き 対　象　者 
4 カ 月 児  
1 0 カ 月児  
1才6カ月児 
2才児歯科 
3 才 児  

10月4日（金） 
10月25日（金） 
10月11日（金） 
10月15日（火） 
10月18日（金） 

平成14年5月3日～5月31日生 
平成13年12月生 
平成13年4月生 
平成12年9月生 
平成11年9月生 

実施日 時　間 場　所 
10月10日（木） 受付：午前10：00～10：30 保健センター 

子育てランドと育児相談 
＊保健師・栄養士による育児相談コーナーと自由に遊べる部屋のコーナー 
�持ち物：相談の方は母子健康手帳をお持ちください 

【問】　保健センター　�42-1117　有線2-4483

町政の動きを町政の動きを 
　　　お知らせします。　　　お知らせします。 
町政の動きを 
　　　お知らせします。 

  1日 長野県知事選挙投票日　　 
14日 げんきまるこ・産業フェア 
15日 　　　　　〃 
22日 町民ゴルフ大会 
29日 いきいきフェスタ2002

  6日 まるこ国際交流フェスティバル2002　　 
14日 第23回町民体育祭 
19日 第16回消費生活展（～20日） 
20日 第10回セレスピアノリレーコンサート 
24日 丸子町総合美術展（～27日） 
  
10月は 情報化月間 
 高齢者雇用促進月間 
 健康強調月間 
  麻薬・覚せい剤禍撲滅運動 
  読書週間 
  
  1日 法の日 
  8日 木の日 
14日 体育の日 
18日 統計の日 

役場･･･････････････････� 42-3100 
　･･･････････････････FAX 43-3666 
教育委員会  学校教育課･･� 42-1044 
　　　　　  社会教育課･･� 42-3147 
　･･･････････････････FAX 42-3148 
 丸子町文化会館･････････� 42-0001 
 総合体育館･････････････� 43-2250 
　･･･････････････････FAX 43-0616 
 金子図書館･････････････� 42-2414 
　･･･････････････････FAX  42-2414 
 クリーンセンター･･･････� 43-2131 
 衛生センター･･･････････� 42-6789 
 給食センター･･･････････� 42-2892 
 解放センター･･･････････� 42-6694 
 町民センター･･･････････� 42-5122 
 郷土博物館･････････････� 42-2158

11月17日（日）は丸子町長選挙の投票日です 

【問】丸子町選挙管理委員会　�42-3100　有線24872

移動相談（法律相談）の実施について 

日　　時■10月31日（木）午後1時30分～3時30分 
会　　場■ふれあいステーション　3階 
相  談  員■佐藤　芳嗣弁護士 
相  談  料■無料 
相談受付■予約制として相談時間は一人15～20分程度で先着6名までと
　　　　　します。電話にて予約してください。 
そ  の  他■受付時、簡単に相談内容をお聞かせください。 
【問】丸子町社会福祉協議会　�42-0033　有線2-4821

お気軽にどうぞ　身近な行政相談 

行政に対する苦情や意見・要望などを住民のみなさんからお聴きして、
その解決や実現をめざす制度に「行政相談」があります。 
　相談は、総理大臣から委嘱を受けた行政相談委員が自宅のほか、8の
つく日に丸子ふれあいステーションで応じています。相談は無料で、
秘密は固く守られます。 
　社会福祉、年金、消費者保護、道路など生活に直結した事項の相談
を幅広く取り扱いますので、口頭、電話、手紙などでお気軽にご相談
ください。 
 ＜丸子町の行政相談委員＞ 
　内堀　修さん　　〒386-0411　丸子町大字生田2866番地 
　　　　　　　　　�42-4524　有線23203

行政書士無料相談会 

日　　時■10月12日（土）　午前10時～午後4時 
場　　所■丸子町文化会館2階 
　　　　　上田市社会福祉協議会（旧上田郵便局本局）2階 
　　　　　上田市塩田公民館2階 
相談内容■相続、公正証書遺言、国際結婚手続、交通事故被害、内容
　　　　　証明郵便活用、各種許認可手続 
【問】長野県行政書士会上田支部　�27-8816

　無料法律等相談所開設 
　「法の日」週間（10/1～7） 
　金銭・土地・交通事故などの問題、離婚・扶養・相続など家庭内の
もめごと、差別や『いじめ』などの人権問題などでお困りの方はお気
軽にご相談ください。（相談無料、秘密厳守） 
日　時■10月4日（木）10：00～16：00 
場　所■上田商工会議所5階 
【問】長野地方裁判所上田支部庶務係　�22-0003

『法をまもる心が築く良い社会』 

毎週月曜日放映中 
6：30・8：30・11：30・18：30・21：30 

丸子テレビ放送（1ch） 
10月の内容［聞きたい！知りたい！市町村合併］ 

　毎月15日、町長との対話サロンを行っています。 
町政に対する提言やご要望など、お気軽にお話し
ください。 
【申込・問】役場企画課 情報係　TEL42-1011 有線2-4882

●～●～●～町長との対話サロン～●～●～● 『丸子町行政情報番組』 

平成14年9月1日執行　長野県知事選挙丸子町開票結果 

 

羽柴秀吉 
市川周 
中川ちょうぞう 
田中康夫 
長谷川けいこ 
福井富男 

無所属 
無所属 
無所属 
無所属 
無所属 
無所属 

107 
317 
177 
9,462 
4,269 
25

9,061 
24,261 
15,255 
822,897 
406,559 
2,058

候補者名 党派 得票数 
丸子町 長野県 男 

女 
計 

9,455 
10,203 
19,658

6,915 
7,576 
14,491

73.14 
74.25 
73.72

69.07 
69.16 
69.12

有権者数 投票者数 投票率（％） 前回（2,000年） 

予　防　接　種 
�受付時間：午後1：00～2：00 
�ところ：保健センター 
�持ち物：母子健康手帳・予診票 

種　類 実施日 対　象　者 

ポ リ オ  
10月7日（月） 
10月8日（火） 

平成14年1月～3月生 
平成14年4月～6月生 

実施日 対　象　者 場　所 
10月22日（火） 平成14年3月・4月生 保健センター 

7ヵ月 児 相 談 
�受付時間：午前10：00～10：30 
�持ち物：母子健康手帳・赤ちゃん手帳「おたずね」 

育児セミナー 
�事前に申込みが必要 

教室名 と　き 対　象　者 

かるがも教室 

ひ よ こ 教 室  

� 10月5日（土） 
� 10月24日（木） 
� 10月23日（水） 
� 10月31日（木） 

これから赤ちゃんを迎える夫婦 

4～7ヵ月くらいの親子 

危険物

資源物
回収所

資源物
回収所

 
資源物

回収所
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町と丸子町団地森林機能保全協定書を締結 

1.入園児を募集する保育園・幼稚園 

水
道
料
金
の
お
支
払
い 

町
水
道
料
金
の
検
針
・
徴
収
は
隔
月
、
奇
数

月
に
行
わ
れ
て
お
り
納
期
限
は
窓
口
で
納
付

す
る
場
合
は
月
末
、
口
座
振
替
の
場
合
は
二

十
六
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

●
便
利
な
口
座
振
替
を 

　
お
客
様
の
預
金
口
座

か
ら
自
動
的
に
水
道
料

金
の
お
支
払
い
が
で
き

る
手
間
の
か
か
ら
な
い

方
法
が
口
座
振
替
で
す
。

預
金
口
座
の
あ
る
金
融
機
関
、
郵
便
局
ま
た

は
役
場
窓
口
で
手
続
き
が
で
き
ま
す
。
手
続

き
の
際
に
は
預
金
通
帳
に
使
用
し
て
い
る
印

鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

 

●
水
道
料
金
を
納
め
な
い
と 

　
水
道
事
業
は
独
立
採
算
を
原
則
に
経
営
さ

れ
て
お
り
、
費
用
の
ほ
と
ん
ど
は
み
な
さ
ん

か
ら
い
た
だ
く
水
道
料
金
で
ま
か
な
っ
て
い

ま
す
。
料
金
が
入
ら
な
い
と
経
営
に
支
障
が

出
ま
す
の
で
、
電
気
や
ガ
ス
と
同
じ
よ
う
に

所
定
の
手
続
き
を
経
て
、

給
水
停
止
措
置
を
と
ら

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と

な
り
ま
す
。 

　
給
水
停
止
解
除
に
は

さ
ま
ざ
ま
な
条
件
が
あ

り
、
停
止
さ
れ
た
水
道

を
勝
手
に
開
け
て
使
用

す
る
と
刑
罰
を
受
け
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
生

活
困
窮
等
の
特
別
な
事

情
が
あ
る
場
合
は
、
福

祉
制
度
で
見
て
も
ら
え

る
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

給水停止の手順 

丸子町の水道料金 

＝（基本料金＋従量料金）＋（A×0.05） 

督促状の発送 催告状の発送 給水停止予告 給  水  停  止 
（給水停止通知） → → → 

A B

基本料金（1ヵ月） 従  量  料  金  （1ヵ月） 
口  径 水 道 料 金 使用水量 

1� 

～15� 
使用水量×117円 

（使用水量×149円）－480円 

（使用水量×182円）－1,470円 

（使用水量×190円）－2,270円 

16� 

～30� 

31� 

～100� 

101�～ 

水  道  料  金 

13mm 

20mm 

25mm 

30mm 

40mm 

50mm 

75mm 

100mm 

 

669 

1,792 

2,948 

4,881 

8,877 

13,359 

32,680 

58,622

　8月27日に木曽郡木祖村にて開催された「森林フォーラム」にて、長野県地域林業推奨コンクールの表
彰式が行なわれ県内9人（団体）が表彰されました。 

　今回、荻窪区が『元気な森林づくり部門』にて長野県林業経営
者協会長賞を受賞し、区役員が出席し表彰を受けました。この部
門は、ふるさとの森林に愛着をもち健全な山づくりをとおし地域
を元気づける活動をしている者（団体）に贈られる賞です。 
　荻窪区は約130haの森林を管理し長年にわたり区民全戸の参加
による森林整備を毎年行ない又、森林組合への委託による間伐等
も毎年実施されており地域の森林を次世代へと引き継ぐ体制も積
極的に取り組んでいます。 
　昨年には荻窪区・県・町・森林組合にて緊急間伐団地の設定を
計画し、荻窪区並びに森林所有者（37人）の参加による約150ha
の「丸子町団地森林機能保全協定書」を町と締結しました。これ
により補助金の割増等の優遇を受けられ、現在進められている団
地内の町有林・区有林・私有林等を地域と一体となった集中的な
森林整備が今後3年間計画されています。 
　これらの団地化により健全な山づくりと森林組合との連携によ
る高性能機械を導入した収入間伐の実施など森林整備の先駆的地
区として今後も大いに期待がされます。 

◎保育園は、平成15年4月1日現在で満1歳児から満5歳児までを対象と
　します。 
◎幼稚園は、平成15年4月1日現在で満3歳児から満5歳児までを対象と
　します。 
◎乳児保育は、生後6カ月を経過した日の翌月初日から保育します。 
◎障害児保育は、心身の障害や発育に遅滞のある児童で、集団での保
　育が可能であり有効と思われる児童を対象とします。 
◎5月以降の途中入園を希望している場合は、入園希望日の2カ月前よ
　り申し込みを受け付けます。 

　来年4月から町立保育園・幼稚園での児童の保育を希望
される方は、内容をご覧のうえ期日までに入園申請手続き
をしてください。 
　入園を希望される施設ごとに申し込みをしていただきま
すが、定員などの都合により第1希望以外の施設に変更し
ていただくこともあります。また、本人に伝染性の疾患が
あるときは治癒するまで入園できません。 
　なお、保育園・幼稚園は町内に通園区域の制限はありません。 

（注） 
　   中丸子保育園が新しい園舎になります。 

　中丸子保育園は平成15年度からカネボウ跡地へ
移転になります。規模も大きくなり、保育室や設
備も充実し、新たに乳児保育が実施されます。 

2.保育園に入園できる基準（幼稚園の場合は、条件はありません） 
（１）昼間居宅外で労働することを常態としていること。 
（２）昼間居宅内で児童と離れて日常の家事以外の労働を常態として
　   いること。 
（３）妊娠中であるかまたは、出産後間もないこと。 
（４）病気もしくは負傷し、または精神もしくは身体に障害を有していること。 
（５）長期にわたり疾病に状態にある、または精神もしくは身体に障害を
　  有する同居の親族を常時介護していること。 
（６）震災、風水害、火災その他の災害の復旧に当たっていること。 
 

3.日程について 

　申込書配布日  平成14年10月22日（火）  午前8時30分～午後5時 
　申込み受付日  平成14年11月 1 日（金）  午前8時30分～午後5時（入園希望施設にて受付） 

◎申込書の配布は各園および役場幼児係の窓口で配布します。 
◎受付の際には児童・保護者との面談も兼ねて行いますので、なるべく保護者が出向いてください。 
◎どうしても都合のつかない方は入園希望の施設に連絡をお願いします。 
  
問い合わせ先 　役場  幼児係    �42-1039  有線2-4492　　または各保育園・幼稚園 

 

中 丸 子 保 育 園  
み な み 保 育 園  
東 内 保 育 園  
西 内 保 育 園  
依 田 保 育 園  
長 瀬 保 育 園  
塩 川 保 育 園  
ち ぐ さ 幼 稚 園  
わ か く さ 幼 稚 園  

中丸子1178 
腰越1376-1 
東内2570-1 
西内8 
生田4953-2 
長瀬2466 
塩川1458 
塩川2620 
上丸子895

42-2644 
42-2183 
42-2217 
44-2200 
42-2423 
42-2401 
35-0034 
35-0652 
42-2237

7：30から 
　〃 
　〃 
　〃 
　〃 
　〃 
　〃 
8：00から 
　〃 

朝8：30 
から 
夕4：30 
まで 

実施 

6：30まで 
　〃 
　〃 
　〃 
　〃 
　〃 
　〃 
6：00まで 
　〃 

実施 
 
 
 

実施 
実施 

120 
70 
60 
60 
150 
120 
90 
120 
120

園　　名 定  員 
延長保育時間 
朝 夕 所  在  地 連 絡 先 乳児保育 

保育時間 
（通常） 

障害児 
保育 
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平
成
14
年
度
は
、「
自
分
ら
し
く
自
己
表
現
す
る
に
は
」
を
テ
ー
マ
に

３
回
に
わ
た
り
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、延
べ
250
人
の

方
が
受
講
し
ま
し
た
。前
号
に
続
い
て
内
容
を
一
部
紹
介
し
ま
す
。 

2日目 

会
議
の
中
で
の
発
言
の
仕
方
と
は 

●
肯
定
的
に
話
す
。 

●
正
し
く
わ
か
り
や
す
く
話
す
。 

●
発
言
内
容
は
精
選
し
て
話
す
。 

●
明
る
く
や
わ
ら
か
な
語
調
で
話
す
。 

●
相
手
の
立
場
を
考
え
て
話
す
。 

　
男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
の
た
め

に
は
、
集
ま
っ
た
ら
学
習
を
す
る
こ
と
。

エ
ン
パ
ワ
ー
を
す
る
と
い
う
こ
と
は
学

ぶ
と
い
う
こ
と
だ
。
勉
強
す
る
こ
と
に

ず
く
と
お
金
を
惜
し
ま
な
い
こ
と
。
参

画
社
会
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
フ
リ
ー
の
社
会

の
実
現
は
、
次
の
世
代
の
た
め
に
道
を

つ
け
て
や
る
こ
と
。
そ
れ
が
私
た
ち
の

努
め
で
あ
る
と
思
う
。 

「
女
も
男
も
共
に
参
画
し
て
い
く
た
め
の
第
一
歩
」 

　
　
　   

　
　
元
長
野
女
子
短
大
教
授 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
島
満
里
子
さ
ん 

3日目 

・
人
と
向
き
合
う
＝
自
分
自
身
と

向
き
合
う
こ
と
の
大
切
さ
を
強

く
感
じ
ま
し
た
。
現
在
、
人
と

の
対
立
を
恐
れ
る
あ
ま
り
、
自

分
を
十
分
表
現
し
な
い
人
が
多

い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
人
と

対
立
す
る
中
で
ど
の
よ
う
に
向

き
合
う
か
。
自
分
自
身
が
自
立

で
き
る
よ
う
勉
強
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
子
ど
も

た
ち
に
も
自
己
の
確
立
を
十
分

身
に
つ
け
さ
せ
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。 

・
自
己
表
現
が
苦
手
で
、
今
回
の

セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
誠
実
に
率
直

に
自
分
の
気
持
ち
を
表
現
す
る

よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。 

セ
ミ
ナ
ー
出
席
者
の
感
想
か
ら 

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
る
た
め
に
」
と
題
し
て 

フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
松
本
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

●
人
間
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
パ
タ
ー
ン
に
は
、

（
攻
撃
的
） 

　
人
に
食
っ
て
か
か
る
攻
撃
的
な
タ
イ
プ 

人
と
の
関
係
を
勝
ち
負
け
で
考
え
、
絶

対
相
手
に
負
け
て
い
ら
れ
な
い
。 

（
受
身
的
） 

　
自
己
犠
牲
的
で
ふ
み
に
じ
ら
れ
て
も

黙
っ
て
い
る
タ
イ
プ 

　
自
分
が
我
慢
し
さ
え
す
れ
ば
よ
い
と

感
じ
て
い
て
、
自
分
で
何
か
を
選
択
し

た
り
、
決
定
し
た
り
す
る
こ
と
を
し
な
い
。 

（
作
為
的
） 

　
攻
撃
性
を
隠
し
て
相
手
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
す
る
タ
イ
プ 

　
表
立
っ
て
こ
と
を
荒
立
て
な
い
で
ち
ゃ

ん
と
仕
返
し
を
す
る
。 

（
非
攻
撃
的
自
己
主
張
　
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
ネ
ス
） 

　
相
手
の
権
利
を
侵
害
す
る
こ
と
な
く
、

誠
実
に
、
率
直
に
対
等
に
自
分
の
気
持
ち

や
要
求
を
表
現
す
る
タ
イ
プ 

　
自
分
の
行
動
や
選
択
、
人
生
に
対
し
て

自
分
が
責
任
を
負
っ
て
い
る
こ
と
を
自
覚

し
て
い
て
周
り
の
人
か
ら
の
評
価
に
頼
ら

ず
生
き
て
い
け
る
。
ひ
と
り
で
何
も
か
も

す
る
の
で
は
な
く
、
必
要
に
応
じ
て
相
手
に

頼
め
る
。 

　
自
分
の
感
情
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
が
で
き
、

自
分
の
長
所
と
短
所
を
ど
ち
ら
も
受
け
入
れ

る
こ
と
が
で
き
る
。
背
伸
び
し
た
り
、
卑
下

し
た
り
す
る
の
で
は
な
く
、
自
分
を
あ
る
が

ま
ま
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
。 

　
先
の
３
つ
の
パ
タ
ー
ン
だ
け
の
人
が
い
る
か

と
い
う
と
そ
う
で
は
な
く
、
相
手
に
応
じ
て

違
っ
た
り
と
か
、
い
ろ
ん
な
型
が
自
分
の
中

に
複
合
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
。

人
と
う
ま
く
つ
な
が
れ
る
方
法

が
な
い
だ
ろ
う
か
と
い
う
時
に

考
え
る
の
が
、
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
ネ

ス
と
い
う
考
え
方
。 

　
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
は
か
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
自

己
表
現
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
か
ア

サ
ー
テ
ィ
ブ
ネ
ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

と
か
呼
ん
で
、
私
た
ち
は

そ
れ
を
実
践
し
て
い
る
。 

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

 

※このコーナーへの
　ご意見ご感想をお
　待ちしています。 

【宛て先】 
〒386-0404 
丸子町上丸子1488 
丸子町教育委員会 
　TEL 42-3147 
　FAX 42-3148

〜
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
〜 

ふれあいカルチャー教室の皆さんの作品展（参加者募集中） 

山
根
っ
こ 

　
原
爆
資
料
館
の
中
は
、
原
爆
の
投
下
さ
れ
る
前
の
長
崎
の
街
全
体
と

投
下
さ
れ
た
と
き
の
惨
状
な
ど
か
ら
始
ま
り
、
八
月
九
日
十
一
時
二
分

で
と
ま
っ
て
い
る
時
計
は
ば
ら
ば
ら
に
な
る
寸
前
で
、
ぜ
ん
ま
い
も
ほ

ぐ
れ
て
外
に
と
び
だ
し
て
投
下
さ
れ
た
時
を
物
語
っ
て
い
ま
し
た
。
館

内
に
入
る
と
手
の
骨
と
ガ
ラ
ス
が
高
熱
の
た
め
溶
け
て
く
っ
つ
い
て
い

る
も
の
、
頭
蓋
骨
の
付
着
し
た
鉄
か
ぶ
と
、
病
院
と
化
し
た
小
学
校
な

ど
写
真
や
実
物
で
身
の
毛
も
よ
だ
つ
思
い
で
し
た
。 

　
長
崎
型
原
爆
は
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
型
で
「
フ
ァ
ッ
ト
マ
ン
」
と
い
っ
て

長
さ
3.2
ｍ
、
直
径
1.5
ｍ
、
重
さ
4.5
ｔ
、
こ
れ
だ
け
の
も
の
で
長
崎
の
人

口
24
万
人
の
う
ち
死
者
７
万
４
千
人
、
負
傷
者
７
万
５
千
人
、
被
爆
し

た
人
12
万
７
千
人
で
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
家
も
焼
失
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
爆
心
地
付
近
で
は
高
熱
で
体
が
炭
化
し
、
黒
焦
げ
の
人
の
山
で
し

た
。
ア
メ
リ
カ
で
は
原
爆
を
広
島
と
長
崎
に
投
下
し
、
余
り
に
も
大
き

い
被
害
を
出
し
た
こ
と
へ
の
罪
の
意
識
を
感
じ
た
そ
う
で
す
。 

　
ビ
デ
オ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
一
人
の
少
年
が
「
お
と
う
さ
ん
、
お
か

あ
さ
ん
、
お
ね
え
ち
ゃ
ん
、
み
ん
な
ど
こ
へ
行
っ
た
の
。
み
ん
な
死
ん

で
し
ま
っ
た
の
。
お
な
か
が
す
い
て
も
食
べ
物
も
お
金
も
な
い
よ
」
ぼ

ろ
ぼ
ろ
の
服
を
身
に
ま
と
い
、
大
粒
の
涙
で
訴
え
て
い
ま
し
た
。
こ
ん

な
に
悲
し
い
切
な
い
現
実
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
、
許
す
べ
き
で
は
な

い
の
で
す
。 

　
ふ
と
気
が
つ
く
と
一
生
懸
命
メ
モ
を
し
て
い
る
女
の
子
に
気
付
き
び

っ
し
り
メ
モ
し
た
紙
の
上
に
ポ
タ
ポ
タ
涙
を
落
と
し
て
い
ま
し
た
。
「
お

姉
ち
ゃ
ん
た
ち
の
よ
う
な
若
い
こ
れ
か
ら
の
人
が
一
人
で
も
多
く
こ
の

よ
う
な
場
所
で
勉
強
し
て
、
二
度
と
原
爆
を
許
す
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ

て
は
い
け
な
い
よ
。
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
」
そ
う
話
す
と
は
っ
き
り

返
事
が
か
え
っ
て
き
ま
し
た
。 

　
あ
の
原
爆
の
大
き
な
犠
牲
に
よ
り
、
日
本
は
戦
争
を
放
棄
し
安
心
し

て
日
々
の
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
本
当
に
幸
せ
で
し
た
。

ぼ
つ
ぼ
つ
戦
争
の
恐
ろ
し
さ
や
核
を
も
っ
て
は
な
ら
な
い
ん
だ
と
い
う

こ
と
が
薄
れ
て
き
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
一
人
ひ
と
り
が
本
当
に
真

剣
に
考
え
る
と
き
だ
と
感
じ
ま
し
た
。 

み
ん
な
で
支
え
る
地
域
福
祉
づ
く
り 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
保
健
福
祉
課
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　｢
一
人
ひ
と
り
が
輝
き
支
え
合
う
、
い
き

い
き
し
た
町
を
め
ざ
し
て｣

を
目
標
と
し
、「
丸

子
町
障
害
者
計
画
」
を
推
進
す
る
こ
と
に

よ
り
、
だ
れ
も
が
安
心
し
て
家
庭
や
地
域

の
中
で
、
障
害
等
の
有
無
や
年
齢
・
性
別

等
に
関
わ
ら
ず
、
そ
の
人
ら
し
い
生
活
が

送
れ
る
、
地
域
全
体
で
支
え
合
う
社
会
福

祉
の
構
築
が
図
れ
る
よ
う
努
め
て
お
り
ま
す
。 

 

当
町
に
お
い
て
は
「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
モ
デ

ル
地
区
整
備
事
業
」
の
適
用
を
受
け
、
モ

デ
ル
地
区
で
あ
る
西
内
鹿
教
湯
地
区
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
を
進
め
て
お
り
ま
す
。 

　
こ
の
事
業
に
お
け
る
「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」

と
い
う
考
え
方
は
、
障
害
者
や
高
齢
者
等

の
た
め
だ
け
で
は
な
く
、
す
べ
て
の
人
に

と
っ
て
必
要
な
こ
と
で
あ
る
と
位
置
づ
け
、

道
路
や
施
設
等
の
ハ
ー
ド
整
備
だ
け
で
な
く
、

地
域
に
お
け
る
様
々
な
技
術
的
な
講
習
会
、

啓
発
活
動
と
し
て
の
講
演
会
・
障
害
者
作

品
展
等
の
ソ
フ
ト
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
に

よ
り
、
「
こ
こ
ろ
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」
を

め
ざ
し
、
だ
れ
も
が
安
心
し
て
社
会
参
加

で
き
る
社
会
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
て
い

く
よ
う
計
画
実
践
し
、
さ
ら
に
町
全
体
に

こ
う
し
た
整
備
を
広
げ
て
い
く
こ
と
も
課

題
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
児
童
虐
待
等
の
児
童
福
祉
、
母
子
・

父
子
福
祉
に
関
す
る
問
題
等
が
複
雑
・
多

様
化
し
顕
在
し
て
い
る
な
か
で
、
民
生
児

童
委
員
や
専
門
的
関
係
機
関
と
の
連
携
を

よ
り
一
層
深
め
、
相
談
支
援
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。 

　
福
祉
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
革

を
し
て
い
る
今
、
す
べ
て
の
人
々
が
共
生

す
る
こ
と
の
で
き
る
地
域
福
祉
づ
く
り
を

め
ざ
し
、
そ
こ
に
よ
り
多
く
の
人
に
参
画

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
福
祉
行
政
の
推

進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 
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★町県民税　３期（10月31日） 
★国保税　５期（10月31日） 
★介護保険料　４期（10月31日） 
 
 
 
★年金相談 
　10月24日（木）10：00～12：00　13：00～15：00 
★8のつく日、心配ごと・行政・結婚相談 
10月8日（火）　18日（金）　28日（月）  9：00～12：00 
丸子ふれあいステーション3階　�42－0033　有線24821 

★巡回ハローワーク 
　10月18日（金） 
★交通事故でお困りの方 
交通事故相談室　上田支部　�23－1260　内線2417 

★悪徳商法に対する苦情相談 
　上田消費生活センター　�27－8517 
★子どもの相談窓口 
　丸子町教育委員会　�42－3147 
★女性のための法律相談 
　�026－232－2104 
★育児や介護を支援するフレーフレー・テレフォン 
　�026－232－2020 
★ふれあい相談室 
　�026－233－9110 
★女性被害犯罪ダイヤルサポート110 
　�026－234－8110 
★ヤングテレフォン 
　�026－232－4970

さ
い     

と
う
　   

は
る       

お 

み
や      

し
た
　    

は   

な   

こ 

ま
る     

や
ま
　    

ま   

さ   

い 

な
か      

む
ら
　   

や   

ち   

よ 

 

ひ       

ぐ
ち
　    

か   

の   

え 

た
き     

ざ
わ
　   

か
ね       

こ 

た
き     

ざ
わ
　   

た
か       
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10月の納税 

10月の相談 

納税は便利は口座振替を 

8月 
届出分 
（敬称略） 

図書館だより  

問 問 

第
三
十
九
回 

俳
句
の
部
　
矢
島  

渚
男 

選 
　
《 

秀
　
逸
》 

寒
の
鷺  

無
言
の
老
師  

立
つ
ご
と
し 

長
　
瀬 

白
井
　
隼
人 

  
獣
道  

詳
細
に
調
べ  

冬
の
犬 

平
　
井 

滝
沢
佐
智
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大
寒
や  
峡
の
よ
ろ
ず
や  

定
休
日 

生
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桜
井
　
初
野 

丸子町制施行90周年記念 
丸子町文化会館開館10周年記念 

丸子町文化会館　�42-0001　有線24701 信州国際音楽村　�42-3436　有線22871

問 信州国際音楽村　�42-3436　有線22871

�東内・西内コース 
　10/8（火）  10/22（火）  11/5（火） 

�腰越・依田コース 
　10/10（木） 10/24（木） 11/7（木） 

�中丸子・下丸子・長瀬コース 
　10/1（火） 10/18（金） 10/29（火） 

�塩川・藤原田コース 
　10/3（木） 10/17（木） 10/31（木） 

�東内保育園・陽寿荘・三才山病院 
　10/2（水） 10/16（水） 10/30（水） 

あおぞら号巡回日 ～～～ 

今月の一冊 

親子で楽しむ 
ご近所自然観察 

監修／渡辺　隆一 
編／コープながのいんぷり連絡会 
発行／オフィスエム 

〈新刊本の紹介〉 

本館 
できるAccess2002完全入門 広野　忠敏 インプレス  
現代ごみ紛争 田口　正己 新日本出版社 
人の話の聞き方入門 三遊亭円窓 日本語学研究所 
高木ブ－の楽しくウクレレ 高木　ブ－ 岩 波 書 店  
金子みすゞの世界                詩と評論研究会 勉 誠 出 版  
一炊の夢 田中　康夫 扶 桑 社  
冬の水練 南木　佳士 岩 波 書 店  
半次捕物控  命みょうが 佐藤　雅美 講 談 社  
十七年の空白 西村京太郎 実業之日本社 

あおぞら号 
たたり地蔵 澤田ふじ子 幻 冬 舎  
寂聴生きいき帖 瀬戸内寂聴 祥 伝 社  
江戸城御金蔵破り 黒崎裕一郎 徳 間 書 店  
わさび－ず青春記 堀　　六平 チクマ秀版社 
花 林　真理子 中央公論新社 
男装の麗人 村松　友視 恒 文 社 2 1

金子図書館�42－2414 
　休館/月曜・祝日・月末日 

※10月のおはなし会は10月19日（土）です。 
※図書館ネットワークのホームページで本の検索ができ 
　ます。アドレスは、http://www.echol.gr.jp

　
こ
の
記
念
す
べ
き
式
典
に
、
私
た

ち
の
代
表
を
招
待
し
て
い
た
だ
き
、

ブ
ル
ー
ム
フ
ィ
ー
ル
ド
の
全
市
民
を

代
表
し
て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

そ
し
て
、
ト
ム
ブ
ル
ナ
ー
副
市
長
、

ベ
テ
ィ
ー
エ
リ
ク
ソ
ン
市
会
議
員
、

そ
れ
に
公
園
お
よ
び
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
部
門
の
市
職
員
で
あ
る
ボ
ブ
プ

リ
ン
ス
氏
を
式
典
に
送
る
こ
と
が
で
き
、

嬉
し
く
思
い
ま
す
。O

PIE

と
ブ
ル
ー

ム
フ
ィ
ー
ル
ド
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

の
間
の
今
年
の
学
生
交
流
が
こ
の
式

典
の
時
期
に
開
催
で
き
た
こ
と
は
、

参
加
し
た
学
生
や
保
護
者
代
表
添
乗

員
に
と
っ
て
、
と
て
も
よ
い
経
験
と

な
っ
た
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
ブ
ル

ー
ム
フ
ィ
ー
ル
ド
の
一
行
を
温
か
く

迎
え
て
く
だ
さ
り
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

　
こ
こ
数
年
の
間
に
、
両
都
市
間
で

築
い
て
き
た
友
情
と
思
い
や
り
は
、

お
互
い
へ
の
理
解
と
尊
敬
の
念
を
深

め
て
く
れ
ま
し
た
。
両
都
市
は
共
に
、

共
通
の
価
値
観
を
も
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
私
た
ち
は
共
に
市
・
町
民

の
生
活
の
質
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
子
供
、
教
育
、
芸
術
へ
の
理
解
、

環
境
、
そ
し
て
周
り
の
自
然
の
美
し

さ
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。 

  　
町
制
施
行
90
周
年
に
対
す
る
、
わ

た
し
た
ち
か
ら
の
お
祝
い
で
あ
る
時

計
を
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。
”時

の
象
徴
“、
こ
れ
は
、
丸
子
町
の
過

去
90
年
の
伝
統
と
文
化
、
現
在
の
産

業
と
商
業
の
発
展
、
未
来
の
平
和
と

繁
栄
を
象
徴
し
て
い
ま
す
。
町
長
、

あ
な
た
と
私
、
そ
し
て
今
後
の
後
継

者
た
ち
が
、
両
都
市
を
一
つ
に
す
る

よ
う
な
友
情
の
絆
を
確
実
な
も
の
に

し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
私
た
ち
友

好
都
市
の
関
係
が
よ
り
深
く
、
よ
り

偉
大
な
も
の
に
な
っ
て
い
く
と
信
じ

て
い
ま
す
。 

  　
心
か
ら
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
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日　時◆11/5（火）開場18：30　開演19：00  
場　所◆丸子町文化会館　セレスホール 

出　演◆指揮：ヤーノシュ・コヴァーチュ 
 メゾ・ソプラノ：アンナ・マリア・コヴァーチュ 

曲　目◆ブラームス： 
 ハンガリー舞曲　第1番/第2番/第5番/第6番 
 ビゼー：歌劇「カルメン」より 
 第1幕への前奏曲/ハバネラ/闘牛士の歌/セギディーリャ 
 リスト：ハンガリー狂詩曲　第2番ハ短調 
 ドヴォルザーク：交響曲　第9番　ホ短調op.95 
 　　　　　　　　　　　　  「新世界より」 

主　催◆丸子町・丸子町教育委員会 

料　金◆S席4,500円　A席4,000円 
 （高校生以下各500円引き） 
各プレイガイドにてチケット好評発売中 

Budapest Philharmonic Orchestra 

ブダペスト・フィルハーモニー管弦楽団公演 

町民コンサート 

 

日　時◆10/23（水）開場18：30　開演19：00  
場　所◆信州国際音楽村ホールこだま 

主　催◆（財）信州国際音楽村 

共　催◆丸子町／丸子町教育委員会 

 モンゴル交流協会ナイラムダル 

後　援◆モンゴル国大使館／丸子・ホジルト親善交流協会 

料　金◆一般  1,500円 

 会員  1,000円 

 小中学生  500円 

モンゴルからの風～アルタイ山脈のひびき～ 

信州国際音楽村合唱団VPG2002年公演 

曽根崎心中 

日　時◆10/26（土）開場18：00　開演18：30 
場　所◆上田市民会館ホール 

料　金◆前売り券　一般2,000円（当日2,500円） 

 　　　　　小中学生1,000円（当日1,200円） 

プレイガイドまたは音楽村にてチケット発売中 

ブ
ル
ー
ム
フ
ィ
ー
ル
ド
市
 

　
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
市
長
の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
 

　
堀
内
町
長
、
町
議
会
、
そ
し
て
町
民
の
皆
様
、
私
は
、
ブ
ル
ー
ム
フ

ィ
ー
ル
ド
市
議
会
と
市
民
を
代
表
し
て
、
本
日
、
丸
子
町
町
制
90
周
年

の
お
祝
い
を
申
し
上
げ
る
こ
と
が
で
き
、
光
栄
に
思
っ
て
い
ま
す
。
実

際
に
そ
ち
ら
に
行
け
な
か
っ
た
事
が
本
当
に
残
念
で
す
。 

10月19日（土）20日（日）は図書館まつりです 

町制90周年 を祝う 
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